
2026年10月24日～2027年2月6日（隔週土曜日午後）
（事前動画学習 ＋ 90分授業 ＋ 90分グループワーク） × 8回 ＋ 最終発表カリキュラム

第 1 回 イノベーション思考

第 2 回 事業環境変化の将来洞察

第 3 回 アーキテクチャ思考

第 4 回 フィールドワーク

第 5 回 ビジネスコンセプトの構想

第 6 回 ビジネスモデルの機能展開

第 7 回 人的投資戦略と組織管理

第 8 回 中間発表

第 9 回 成果発表会
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10年後を見据えた
自社の新事業戦略 ＋

人財育成戦略
異業種連携による

新規ビジネス

プログラム A
企業経営層

プログラム B
企業中堅実務者

帝京大学 宇都宮キャンパス　リカレントプログラム

受講学生募集 ※学生には2単位、受講料無料です
※定員を超えた場合は、選抜があります

大学コンソーシアムとちぎ連携講座「特別講義Ⅱ企業経営実践演習」

とちぎ人財採用力・企業力ＵＰ
共創プログラム

★県内大学の学生
　1年～3年：35名

★今年度もやります★

履修登録は
9月24日（木）
からHPで ！

昨年度の
ダイジェスト動画

を見てみよう

（ご参考）2025年度施プログラム概要：https://teikyo.jp/uc-recurrent/

地域企業を「推し活」!!

企業人と
会社の未来を
一緒に考えよう



お問い合わせ：帝京大学 宇都宮キャンパス リカレントプログラム　お問い合わせフォーム

プログラム日程
テーマ 事前学習（動画） ゲスト講演 講義・演習

第 1回 10月24日 イノベーティブに思考する デザイン思考入門 － デザイン思考

第 2回 11月  7日 ビジネスの将来展望を考察する 事業環境の変化 企業事例報告
（社会インフラ） 事業環境分析

第 3回 11月21日 社会価値の実現と事業戦略を
「構造」として構想する 都市とビジネス まちづくりとビジネス アーキテクチャ思考

第 4回 企業の強みと顧客ウォンツを
「現場」で確認する － － フィールドワーク

第 5回 12月12日 ビジネスの「目的」を
デザインする ロボット技術の社会実装 企業事例報告

（AI スタートアップ） ビジネスモデルデザイン

第 6回 12月26日 ビジネスモデルを
「機能展開」する DX／AI の社内実装 企業事例報告

（100億宣言） 提供価値の機能展開

第 7回   1月  9日 事業戦略と人財育成戦略を
「綜合」する 心理的安全性と組織管理 企業事例報告

（スポーツBiz） 人的投資と組織づくり

第 8回   1月23日 事業構想を他者に伝える モチベーション 中間発表 AIを活用した動画制作

第 9回   2月  6日 事業構想を発表し、
成果を確認する － 基調講演

（企業イノベーション） 最終発表

募 集 人 数

プログラムＡ	 地域企業（経営者・経営層）  15名（うちテーマオーナー企業 5社）
経営層コース	 地域大企業（メンター）  5名
	 支援機関等からのオブザーバー受講  5名
	 大学コンソーシアムとちぎ加盟大学学生（1・2年生）  25名

プログラムＢ	 地域企業中堅層  10名
実務者コース	 支援機関等からのオブザーバー受講  2名
	 大学コンソーシアムとちぎ加盟大学学生（3年生）  10名

募 集 期 間 2026年9月24日（木）〜10月16日（金）

受 講 料
学生は無料
プログラムＡ	 テーマオーナー企業	 13万円（税込）
プログラムＡ・Ｂ	 その他参加企業	 10万円（税込）

受講方法／会場 事前動画学習 ＋ 180分（講義＋グループワーク） × 計9回　  帝京大学宇都宮キャンパス2号館101教室

修 了 条 件 計9回の授業開催のうち6回以上出席の受講生に履修証明・オープンバッジ発行

問 い 合 わ せ お問い合わせフォーム、お申し込みはQRコードより

募集要項

お申し込みは
こちらから

WEB上の仮想世界から現実と現場へ　�
コロナ禍以来、学生の就活はWEB世界で完結し、現実と現場から一段と
遊離しています。その結果、就職できても、働きだしたとたんに現実と現
場について行けず、転職を繰り返す人が増加しています。このプログラム
では、実際に社会や会社、ビジネスのど真ん中で日々戦っている企業人と
グループワークを通じて、濃密に触れ合い、現実と現場とはどんなものか
をリアルに学ぶことができます。

リアルなケーススタディ�
県内中堅企業をケーススタディの対象として、そこで働く企業人と共に、
将来の経済・社会・環境を考え、社会と地域に貢献する具体的な事業を、
グループワークを通して構想します。

学生として地域企業の未来を考え、未来を創る�
企業人と対等な立場で、座学とグループワークを繰り返し、ゴールである
未来の新事業の構想を作り上げるところまでやり切ります。当然、甘くは
ありません。しかし、大学の授業では貴重な体験と学びがあります。昨年
度の受講学生の評価はほぼ満点です。

企業人の働き方をリアルに学ぶ


